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① 多面的な機能を持つグリーンインフラ

緑の機能を多面的にとらえる：洪水防御、水質改善、地下水涵養、大気浄化、
景観、歴史文化、ヒートアイランド防止

② 水循環管理のためのグリーンインフラ

都市化と洪水

合流式下水道の水質問題

河川水を貯留する洪水防御の衛生上の課題

雨水と下水の分離をグリーンインフラで

東京湾の水質改善

陸域ー水域両者のグリーン化

③ 面的なモデル地域設定の必要性

面的な導入



①多面的な機能を持つグリーンインフラ

樹冠遮断 １０－２０％



雨庭 【流入・流出総量】
雨庭に流入した総量： 420㎥
雨庭から流出した総量：14㎥

熊本県立大学雨庭

流出率 4％

96％は地下浸透

豪雨時の流出抑制は浸透能に依存

洪水流出抑制
浸透機能
景観
生物多様性
パートナーシップ
炭素蓄積



② 水循環管理のためのグリーンインフ
ラ
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下水管

雨水ます 道路

合流式下水道

洪水時川へ
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ニューヨーク
2010年：合流式下水道エリアにおいて屋上緑化やその他緑化資材を用
いて雨水を集水する事を目的にしたグリーンインフラ計画（NYC

Green Infrastructure Plan）

2011年にはグリーンインフラ計画を推進するためのグリーンインフラ
オフィスが設立

2012年には環境保護局とニューヨーク州環境保全局が協力して合流式
下水道越流水の対策を推進しています。

2030年までに15億ドルを投資、不透水舗装面積の10%にあたる地表面
流出を段階的に削減する目標

https://www.nyc.gov/site/dep/water/green-
infrastructure.page





New York のグリーンインフラ



私たちは、道路とその目的について
の考え方を完全にリセットすること
を主張します。これは、道路が車両
の指定された領域であるという信念
からの逸脱であり、道路は公益の向
上をもたらすことができる共有の公
共資源であるという信念への転換を
表しています。





イギリス Suds（持続可能な排水）





バッハコンセプト 雨水と汚水の分離

•チューリッヒ市域内において、暗渠化（河川や水路を地下に埋
設すること）されていた小規模河川を再び地上に開放し、元の
流路へと再生させようとする事業

•合流式下水道を分流式とし、雨水を開放する



１０８
km

自然
64km

オープン化
34km

暗渠
10k
m

バッハコンセプトによる
オープン化が完成
18km

今後オープン化 16km

再活性化 3km







③ モデルエリアの設定

•小さな集水域を対象にグリーンの政策を面的に投入し、その効
果を図る

•縦割りを打破する

•選定の基準
 地元の協力が得られる
 グリーンインフラによる解決すべき課題が明確
 効果の測定が容易（適切な規模）
 アピール度がある



善福寺川 モデル

1. 善福寺川流域では環境再生の継続的な取り組みがあ
り、地元の協力が得られやすい

 井荻小学校の継続的取り組み（２００９年より）

 善福寺川を里川にカエル会の取り組み（２０１１年より）

 遅野井川再生（２０１８年）

 個人宅の雨庭導入が見られる

2. 善福寺川流域では洪水被害、合流式下水道による水質
悪化、都市緑地の減少など課題が明確

3. 善福寺池は最上流端にあり、効果の検証がやりやすい

4. 善福寺川の改修は鋼矢板など非常に硬い、画一的な断
面で行われており、川づくりを転換できればアピール
効果が高い

再生された遅野井川 西荻窪ノートより
（https://nishiogi.guide/facility/25#google_vignette）

https://jbpress.ismedia.jp/article
s/-/76287

「川床を掘り下げる以外にないのか」善
福寺川に見る住民参加型治水の試み
【川から考える日本】河川対策の時代の
変化に自治体はついてくるか JBpress



• コンクリート三面張り

• 深さ３mほどの垂直護岸（アクセスできない）

• 水質が悪い

• 洪水が頻発する

• 屋敷林の減少

• 善福寺池の環境劣化

善福寺川流域の課題



• GI技術は洪水が発生するような豪雨に対しても非常に大きな流出抑制効果があ
る．

• CSOは元々5分間に約1.25mmの雨が降った場合でも，発生しており，０にする
ことは厳しいが、発生回数と量を大幅に減らすことができる．
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九州大学の善福寺エリアグリーンインフラ・
シミュレーション結果



善福寺グリーンインフラ・モデルの基本的な考え方

●住宅地、既存緑地で雨水を浸透貯留し、敷地から流出する雨水はあめ路地に流す
●グリーン道路で浸透貯留を行い、流出する雨水はあめ路地に流す

●あめ路地に流した余剰水は、善福寺池のスポンジ湿地に導き、チリや汚れを取る

●エコトーン湿地でろ過された水を環境用水水源として善福寺上池に流入させ、善福
寺上池の水を浄化する。

●遅野井川の再生区間の延伸、地下水の増加

グリーン道路

あめ路地

あめ路地

エコトーン湿地
善福寺上池

雨水
タンク

あめにわ



善福寺グリーンインフラモデルエリアプラン(上池エリア）

屋敷林、畑地、緑地の保全・ネットワーク

グリーン住宅・あめにわ



善福寺グリーン道路（等高線に
沿った道路）

通常は歩道として利用。

砂利層の飽和能を越えると
小川として流下。
→あめ路地へ

植栽ますは道路の1/3に配置。
車の速度を落とす＋貯留浸透＋緑陰創出



善福寺あめ路地（坂を下りる、谷地道路）

イメージ
野川はけ小路

砂利層の飽和能を越え
ると小川として流下
→善福寺池へ

路地のアスファルト
の一部をカットして
浸透側溝に



善福寺上池エコトーン湿地

善福寺池下池造成以前の昭和 10年代の湿地景観

（皇都勝景 1940 東京府風致協会連合会）

GOWANUS CHANAL SPONGE PARK（NY）

運河

道路

スポンジパーク



河川のグリーンインフラ化



海のグリーンインフラ化

2020 新しい海岸線（於２リー
ジョン）
2050 全ての可能な場所



以上


